
さ
て
も
、
我
は
三
十
七
歳
に
な
り
し
が
、
人
目
は
ば
か
る
身
の
上 

な
れ
ば
、
廓

く
る
わ

通
い
も
諦
め
て
、
ぬ
し
と
湯
の
香
に
浸
ら
ん
と
、 

連
れ
立
つ
嬉
野
、
紅
葉

も

み

じ

の
橋
に
ぞ
来
た
り
け
れ
。 

 

令
和
五
年
一
月
十
九
日 

幻
想
小
説
家
ク
ラ
ブ
会
員 

大
中
臣
正
比
呂 

 

 

 

誕
生
日
の
祝
い
に
と
訪
ね
た
、
加
賀
の
温
泉
宿
の
置
き
雑
誌
の
中
に
、
魅
惑
の
女
性
の 

写
真
が
あ
っ
た
。
夢
想
の
筆
は
、
ど
う
も
歌
舞
伎
調
の
セ
リ
フ
に
な
っ
て
し
ま
う
。 

時
に
、
嬉
野

う
れ
し
の

温
泉
の
嬉
野
川
に
架
か
る
橋
で
は
、
芸
者
衆
が
総
踊
り
を
し
た
ら
し
い
。 

佐
賀
に
は
カ
チ
ガ
ラ
ス
が
生
息
す
る
の
で
、
そ
こ
は
「
小
唄 

紅
葉

も

み

じ

の
橋
」
の
モ
デ
ル 

か
も
知
れ
ぬ
。
渡
っ
た
向
こ
う
に
は
織
り
姫
、
い
や
、
壇
蜜
姫
が
待
っ
て
い
る
の
だ
。 

唄
は
、
１
８
７
９
年
に
作
ら
れ
た
。
南
北
戦
争
北
軍
の
グ
ラ
ン
ト
将
軍
が
、
自
身
の 

大
統
領
任
期
を
終
え
、
世
界
旅
行
の
途
中
で
来
日
し
た
折
の
、
歓
迎
の
小
唄
で
あ
る
。 

そ
の
返
礼
に
と
彼
が
植
樹
し
た
松
が
、
東
京
の
増
上
寺
境
内
に
あ
る
。
こ
の
界
隈
は
、 

江
戸
歌
舞
伎
の
版
元
が
、
多
く
店
を
構
え
た
所
で
も
あ
る
。 


